










158 第Ⅲ部　松山遺跡第 12 次の調査

Ⅰ　調査の概要
　松山遺跡第 12 次の調査地点は、遺跡範囲の西部に位置する。本地点の東側には 7 ～ 8 世紀の住居跡が
確認されている。また、約 50m 北西に位置する第 55 地点では 9 世紀の住居跡とともに、掘立柱建物跡も
検出している。しかしながら、本地点より西側については現時点で同時期の遺構を確認していないことか
ら、古代において集落の縁辺であった可能性も考えられる。
　調査は個人住宅建設に伴うもので、平成 4 年 5 月 12 日に旧上福岡市教育委員会で試掘調査を実施した。
2m 間隔でグリッドを設定し、一区画置きに人力で表土除去及び遺構面精査を行った。その結果、調査区
の北東部で井戸 1 基を検出したため、本調査へと移行した。本調査は 5 月 20 日まで行った。
　本地点はこれまでに正式に報告書が刊行されておらず、『埋蔵文化財の調査（15）』に概報的に報告され
ているのみである。近年、松山遺跡では古代集落跡の様相が少しずつ判明してきており、解明を進めてい
く上で本地点の遺構は重要である。このことから本報告の必要性を感じ、今回の報告に至った。なお、図
面等については散逸しているものも多いため、当時の担当者への聞き取りなども踏まえ、現段階で判明し
たことについての報告している。

第 114 図　松山遺跡第 12 次遺構配置図 (1/400)
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第 115 図　松山遺跡第 12 次井戸平面図・断面模式図 (1/60)

Ⅱ　遺構と遺物
　現状確認できた資料と担当者の聞き取り調査から判明したことは以下のとおりである。

【構造】遺構の規模については『埋蔵文化財の調査（15）』に掲載されているため割愛する。最深部（井筒）
は木製の板を横位に組んでいたようである。樹種等の分析結果については附編に掲載した。井戸の中央部
に曲げ物等の構造物は確認されていない。土層の堆積状況は底部より①木枠下部に U 字状の掘り込み②
木枠③礫敷層④須恵器集中⑤埋め土（表土）であったとされる。さらに最深部はハードローム層で、水分
を多く含む。

【遺物出土状況】井戸上層に須恵器の集中層が確認された。礫層は、第 116 図で掲載した写真より厚く堆
積していたという。礫層の直上からは須恵器蓋坏（119-64）が正位置で出土した。その近くから馬歯がま
とまって確認された。遺存状態が悪く、他の部位については確認されていない。また須恵器碗（120-87）
は礫層の下部、木枠の上部より出土した。

【出土遺物】出土遺物については第 117 ～ 120 図及び第 43 表に掲載した。
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第 116 図　松山遺跡第 12 次出土遺物① (1/4)
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第 117 図　松山遺跡第 12 次出土遺物② (1/4)
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第 118 図　松山遺跡第 12 次出土遺物③ (1/4・1/2)
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第 119 図　松山遺跡第 12 次出土遺物④ (1/4)

④
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図版番号 出土遺構 出土位置 種別・器種
口径・
長さ

底径・
幅

高さ・
厚さ

技法・文様・備考
時期・
型式

1

井戸 1

覆土

須恵器坏 13.0 ー 3.5
体部片、轆轤使用、胎土色調上半青灰色・下
半橙色、胎土に海綿骨針含む、南比企窯産、
内外面使用による摩耗

8 世紀後半

2 須恵器坏・墨書 ー 6.8 (1.6)
底部片、轆轤使用、右回転、底部回転糸切離し
後周辺部回転ヘラケズリ、底部に「出？」墨書、
焼成良好、胎土色調象牙色、東金子窯産

8 世紀後半

3 須恵器坏・墨書？ 16.8 7.0 2.9
轆轤使用、底部回転糸切離し痕を残す、胎土
橙色、東金子窯産カ、体部外面に墨書「大」カ、
口縁部内側使用による摩耗

8 世紀後半

4 須恵器坏 ー 6.8 (1.4)
底部片、轆轤使用、右回転、底部糸切離しの
後周辺部回転ヘラケズリ、胎土色調灰青色・
黄土色、東金子窯産

8 世紀後半

5 須恵器坏 ー 7.1 (0.9)
底部片、轆轤使用、右回転、底部回転糸切離
し後周辺部回転ヘラケズリ、胎土色調灰青色、
東金子窯産

8 世紀後半

6 須恵器坏 12.0 7.3 3.4
轆轤使用、右回転、底部回転糸切離し痕を残す、
胎土色調灰青色・丁子色、東金子窯産、口縁部
の一部に煤付着、口縁部内側使用による摩耗

8 世紀後半

7 須恵器坏 ー 7.2 (1.8)
底部片、轆轤使用、右回転、底部糸切離し痕
を残す、焼成良好、胎土色調灰青色、東金子
窯産

8 世紀後半

8 須恵器高台付坏 ー 6.0 (1.5) 底部片、轆轤使用、底部回転糸切離し→周辺
部回転ヘラケズリ→高台貼付 8 世紀後半

9 須恵器蓋 ー ー (1.5) 摘部片、轆轤使用、胎土色調暗灰色・丁子色、
胎土に海綿骨針を含む、南比企窯産 8 世紀後半

10 須恵器蓋 14.0 ー (1.5) 口縁部片、轆轤使用、焼成良好、胎土色調灰
青色、胎土に海綿骨針を含む、南比企窯産 8 世紀後半

11 須恵器甕転用砥石 7.6 6.4 0.9 外面平行叩き、内面当具痕の甕の胴部片を転
用、短辺がよく使われている 8 世紀後半

12

中層

須恵器碗 15.2 8.0 4.9
轆轤使用、底部回転糸切離しの後周辺部回転
ヘラケズリ、器面暗灰色・胎土丁子色、内面
使用による摩耗

8 世紀後半

13 須恵器坏 ー 8.8 (1.8)
底部片、轆轤使用、右回転、底部回転糸切離
し→周辺部回転ヘラケズリ→高台貼付、焼成
良好、東金子窯産

8 世紀後半

14 須恵器坏 11.6 7.0 4.6
轆轤使用、底部回転糸切離しの後周辺部回転
ヘラケズリ、焼成良好、器面灰青色、東金子
窯産、口縁部内面使用による摩耗

8 世紀後半

15 須恵器坏 12.0 7.0 3.4
轆轤使用、底部回転糸切離しの後周辺部回転
ヘラケズリ、焼成良好、胎土灰青色、東金子
窯産

8 世紀後半

16 須恵器坏 ー 8.8 (0.8)
底部片、轆轤使用、底部回転糸切離しの後周
辺部回転ヘラケズリ、胎土色調灰色・丁子色、
内外綿使用による摩耗

8 世紀後半

17 須恵器坏 ー 7.0 (1.0)
底部片、轆轤使用、底部回転糸切離しの後周
辺部回転ヘラケズリ、爪先技法、焼成良好、
胎土色調灰青色、東金子窯産

8 世紀後半

18 須恵器坏 ー 7.0 (1.1) 底部片、底部回転糸切離しの後周辺部回転ヘ
ラケズリ、胎土色調灰青色、東金子窯産 8 世紀後半

19 須恵器坏・墨書 ー 7.2 (1.8)
轆轤使用、底部回転糸切離しの後周辺部回転
ヘラケズリ、焼成良好、底部に「當□」墨書、
器面色調灰色・胎土丁子色、東金子窯産

8 世紀後半

20 須恵器坏 ー 8.3 (2.2)
轆轤使用、底部回転糸切離しの後周辺部回転
ヘラケズリ、爪秋技法、胎土色調灰色、胎土
に海綿骨針を含む、南比企窯産

8 世紀後半

21 須恵器坏 ー 7.0 (0.9)
轆轤使用、底部回転糸切離しの後周辺部回転
ヘラケズリ、爪先技法、胎土色調灰色、胎土
に海綿骨針を含む、底面に墨書カ

8 世紀後半

22 須恵器坏・墨書 ー （9.0） （0.9）
轆轤使用、右回転、底部回転糸切離し後周辺
部回転ヘラケズリ、底部に「万」墨書、焼成
不良、胎土色調、生成色、東金子窯産

8 世紀後半

第 43 表　松山遺跡第 12 次出土遺物観察表 ( 単位 cm・g)
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図版番号 出土遺構 出土位置 種別・器種
口径・
長さ

底径・
幅

高さ・
厚さ

技法・文様・備考
時期・
型式

23

井戸 1 中層

須恵器坏 ー 8.0 (2.0)
轆轤使用、底部回転糸切離しの後周辺部手持
ちヘラケズリ、爪先技法、焼成良好、胎土色
調灰色、東金子窯産

8 世紀後半

24 須恵器坏 ー 8.0 (0.7)
轆轤使用、底部回転糸切離しの後周辺部回転
ヘラケズリ、焼成不良、胎土色調砂色、東金
子窯産

8 世紀後半

25 須恵器坏 ー 7.2 (2.0)
轆轤使用、底部回転糸切離しの後周辺部手持
ちヘラケズリ、爪先技法風、焼成良好、胎土
色調灰色、東金子窯産

8 世紀後半

26 須恵器坏 ー 8.2 (1.6)
轆轤使用、底部回転糸切離しの後周辺部回転
ヘラケズリ、焼成不良、胎土色調あんず色、
東金子窯産

8 世紀後半

27 須恵器坏 ー 8.0 (0.7)
底部片、底部回転糸切離しの後周辺部回転ヘ
ラケズリ、焼成不良、胎土色調明灰色、東金
子窯産

8 世紀後半

28 須恵器坏 ー 9.4 (1.2)
底部片、底部回転糸切離しの後周辺部回転ヘ
ラケズリ、胎土色調明灰色、胎土に海綿骨針
を含む、南比企窯産

8 世紀後半

29 須恵器坏 ー 6.8 (0.8)
底部片、底部回転糸切離しの後周辺部回転ヘ
ラケズリ、爪先技法、焼成良好、胎土色調丁
子色、東金子窯産、器面摩耗

8 世紀後半

30 須恵器坏 ー 6.4 (1.0) 底部片、轆轤使用、右回転、底部回転糸切離
し痕を残す、胎土色調明灰色、東金子窯産 8 世紀後半

31 須恵器坏 ー 7.0 (1.0)
底部片、底部回転糸切離しの後全面回転ヘラ
ケズリ、焼成良好、胎土色調明灰色、東金子
窯産

8 世紀後半

32 須恵器坏 ー 7.8 (0.8) 底部片、全面回転ヘラケズリ、胎土色調明灰色、
胎土に海綿骨針を含む、南比企窯産 8 世紀後半

33 須恵器坏 ー 7.0 1.7
底部片、轆轤使用、底部回転糸切離しの後周
辺部回転ヘラケズリ、焼成良好、胎土色調灰色、
東金子窯産

8 世紀後半

34 須恵器坏 12.8 7.5 3.9 轆轤使用、底部回転ヘラケズリ、胎土色調明
灰色、胎土に海綿骨針を含む、南比企窯産 8 世紀後半

35 須恵器坏 8.0 ー (2.0)
轆轤使用、底部は全面回転ヘラケズリカ、胎
土色調明灰色、胎土に海綿骨針を含む、南比
企窯産

8 世紀後半

36 須恵器坏 ー 7.6 (2.6)
轆轤使用、底部回転糸切離しの後周辺部手持
ちヘラケズリ、胎土色調明灰色、胎土に海綿
骨針を含む、南比企窯産

8 世紀後半

37 須恵器坏 12.0 6.4 (3.5) 轆轤使用、胎土色調灰色、胎土に海綿骨針を
含む、南比企窯産 8 世紀後半

38 須恵器坏 12.2 ー (2.8) 轆轤使用、胎土色調灰色、胎土に海綿骨針を
含む、南比企窯産 8 世紀後半

39 須恵器高台付坏 ー 8.4 (1.2) 轆轤使用、底部開園ヘラケズリの後薄い高台
貼付、爪先技法、胎土色調砂色、東金子窯産 8 世紀後半

40 須恵器蓋 15.6 ー 3.8
轆轤使用、外面中央回転ヘラケズリの後摘み
貼付、胎土色調明灰色、胎土に海綿骨針を含む、
南比企窯産、内面は使用による摩耗

8 世紀後半

41 須恵器蓋 12.0 ー (2.0) 轆轤使用、外面中央回転ヘラケズリの後摘み
貼付、焼成良好、胎土色調灰色、東金子窯産 8 世紀後半

42
須恵器

銅埦蓋模倣蓋
20.4 ー (2.6)

轆轤使用、外面中央回転ヘラケズリ、焼成良好、
胎土色調明灰色、胎土に海綿骨針を含む、南
比企窯産

8 世紀後半

43 須恵器蓋 12.2 ー (1.8) 轆轤使用、外面中央回転ヘラケズリ、焼成良好、
器面色調ブルーフォグ、東金子窯産 8 世紀後半

44 須恵器蓋 11.0 ー (1.6) 轆轤使用、焼成良好、器面色調ブルーフォグ、
東金子窯産 8 世紀後半

45 須恵器坏又は皿 ー 6.6 (1.0)
轆轤使用、焼成不良・土師質、底部回転糸切
離しの後周辺部回転ヘラケズリ、胎土色調柑
子色、東金子窯産カ

8 世紀後半

46 須恵器高台付坏 ー 8.0 (2.5)
轆轤使用、爪先技法、付高台、焼成良好、胎
土色調ブルーフォグ、見込み・畳付使用によ
る摩耗

8 世紀後半
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図版番号 出土遺構 出土位置 種別・器種
口径・
長さ

底径・
幅

高さ・
厚さ

技法・文様・備考
時期・
型式

47

井戸 1

中層

須恵器
銅埦模倣埦

19.2 ー (2.5)
轆轤使用、薄作り、口縁部がシャープに「く」
の字状に屈折、胎土色調モスグレイ、胎土に
海綿骨針を含む、南比企窯産

8 世紀後半

48 須恵器甕 ー ー ー 肩部片、外面平行叩、内面当具痕、焼成良好、
外面降灰、胎土色調パールグレイ、東金子窯産 8 世紀後半

49 須恵器甕 ー ー ー 胴部片、外面平行叩、内面当具痕、焼成良好、
器面色調鉛色、胎土色調丁子色、東金子窯産 8 世紀後半

50 須恵器甕 ー ー ー
肩部片、外面平行叩、内面当具痕、焼成良好、
外面降灰、器面色調鉛色、胎土色調丁子色、
東金子窯産

8 世紀後半

51 須恵器甕 ー ー ー 頸・肩部片、頸内面、肩部外面に降灰、器面
色調ブルーフォグ、東金子窯産 8 世紀後半

52 須恵器甕 ー ー ー
胴部片、外面平行叩、内面当具痕、焼成良好、
胎土色調鼠色、胎土に海綿骨針を含む、南比
企窯産

8 世紀後半

53 須恵器甕 ー ー ー 胴部片、外面平行叩、内面当具痕、焼成良好、
器面色調鉛色、胎土色調丁子色、東金子窯産 8 世紀後半

54 須恵器甕 ー ー ー 胴部片、外面平行叩、内面当具痕、胎土色調
モスグレイ、末野窯産 8 世紀後半

55 須恵器甕 ー ー ー 胴部片、叩目ナデ調整、当具痕ナデ消し、器
面色調モスグレイ、胎土色調テラコッタ 8 世紀後半

56 須恵器甕 ー ー ー 頸部片、焼成不良、胎土色調砂色、南比企窯
産カ 8 世紀後半

57 須恵器甕 ー ー ー 腰部片、粘土接合痕残す、焼成良好、胎土色
調モスグレイ、東金子窯産 8 世紀後半

58 須恵器甕 ー ー ー
胴部片、外面平行叩、内面当具痕、胎土色調
モスグレイ、胎土に海綿骨針を含む、南比企
窯産

8 世紀後半

59 須恵器甕転用砥石 5.5 5.4 0.6 須恵器甕胴部片転用、割口各面摩耗、胎土色
調樺色、胎土に海綿骨針を含む 8 世紀後半

60

石敷直上

馬歯 ー ー ー 切歯 8 世紀後半
61 馬歯 ー ー ー 臼歯 8 世紀後半
62 馬歯 ー ー ー 臼歯 8 世紀後半

63 須恵器高坏 ー ー (5.1) 轆轤使用、高坏・盤接合部に条線状のキザミ、
胎土色調パールグレイ 8 世紀後半

64 須恵器蓋・墨書 14.4 ー (4.0)
轆轤使用、宝珠摘、外面中央回転ヘラケズリ、
外面に「开（井）」墨書、胎土色調砂色、東金
子窯産

8 世紀後半

65
須恵器高台付坏・

墨書
ー 6.8 (2.3)

轆轤使用、爪先技法、底部糸切離しの後回転
ヘラケズリ付高台、底部に「千福」墨書、胎
土色調バトルシップグレイ、胎土に海綿骨針
を含む、南比企窯産

8 世紀後半

66 須恵器坏・墨書 ー 7.8 (0.9)
轆轤使用、底部片、轆轤使用、底部糸切離し
の周縁部回転ヘラケズリ、底部に「×」ヘラ
ガキ、「中」墨書、胎土色調砂色、

8 世紀後半

67 須恵器坏 12.8 7.4 3.5
底部片、轆轤使用、右回転、底部回転糸切離し、
爪先技法、底部に墨書あるが判読不能、胎土
色調スカイグレイ、東金子窯産

9 世紀前半

68 須恵器坏 12.4 6.3 4.3
轆轤使用、底部回転糸切離し後周辺部手持ち
ヘラケズリ、胎土色調パールグレイ、胎土に
海綿骨針を含む、南比企窯産

8 世紀後半

69 須恵器坏 ー 7.6 (1.3)
轆轤使用、底部回転糸切離し後周縁部回転ヘ
ラケズリ、爪先技法、焼成不良、胎土色調生
成色、東金子窯産

8 世紀後半

70 須恵器坏・墨書 ー 6.7 (1.6)
轆轤使用、右回転、底部片、爪先技法、回転
糸切離し痕を残す、底部に墨書あり ( 解読不
明）、東金子窯産、内面使用痕

8 世紀後半

71 須恵器転用砥石 10.5 7.1 1.8
短頸壷カ、腰部片、高台欠失、外面平行叩、外
面灰釉、内底面降灰、胎土均質、胎土色調灰色、
割口部分的に摩耗、猿投産

8 世紀後半

72 須恵器甕転用砥石 18.0 11.5 1.3
胴部片、外面平行叩、内面当具痕、外面削痕
明瞭、一部に煤付着、胎土色調砂色、胎土に
海綿骨針を含む、南比企窯産

8 世紀後半
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73

井戸 1

石敷直上

須恵器坏 ー 7.6 (0.8)
轆轤使用、底部片、底部回転糸切離しの後全
面回転ヘラケズリ、胎土色調灰汁色、胎土に
海綿骨針を含む、南比企窯産

8 世紀後半

74 須恵器坏 ー 7.6 (2.0)
轆轤使用、底部片、底部回転糸切離しの後周
縁部回転ヘラケズリ、胎土色調葉灰赤、胎土
に海綿骨針を含む、南比企窯産

8 世紀後半

75 須恵器高台付坏 ー 7.2 (2.0)
轆轤使用、爪先技法、底部糸切離しの後付高台、
胎土色調鼠色、胎土に海綿根針を含む、南比
企窯産

8 世紀後半

76 須恵器高台付坏 ー 8.8 (1.4)
轆轤使用、右回転、底部糸切離しの後周縁部
回転ヘラケズリ付高台、胎土色調鉛色、胎土
に海綿骨針を含む、南比企窯産

8 世紀後半

77 須恵器埦 ー 8.5 (2.5)

轆轤使用、右回転、底部糸切離しの後周縁部
回転ヘラケズリ、底部に「×」ヘラガキ、胎
土色調銀鼠、見込みやや摩耗、炭付着、転用
硯の可能性あり

8 世紀後半

78 須恵器蓋 13.4 ー 2.9 轆轤使用、外面中央回転ヘラケズリ、宝珠摘、
胎土色調銀鼠、内面やや摩耗、南比企窯産カ 8 世紀後半

79 須恵器蓋 ー ー (2.3)
轆轤使用、外面中央回転ヘアケズリ、宝珠摘、
摘上面・内面中央摩耗、胎土色調砂色、東金
子窯産

8 世紀後半

80 須恵器甕 ー ー ー 口縁部片、胎土色調バトルシップグレイ、胎
土に海綿骨針を含む、南比企窯産 8 世紀後半

81 須恵器甕 ー ー ー 腰部片、胎土色調鼠色、胎土に海綿骨針を含む、
南比企窯産 8 世紀後半

82 須恵器鉢 29,2 ー (7.4) 口縁部片、胎土色調スカイグレイ、胎土に海
綿骨針を含む、南比企窯産 8 世紀後半

83 須恵器鉢？ ー 14.8 (4.2)
腰部・底部片、破片から底部が楕円形を呈する
可能あり、腰部横位のヘラケズリ、胎土色調薄
墨色、胎土に海綿本針を含む、南比企窯産

8 世紀後半

84 須恵器甕 ー ー ー
肩部片、外面平行叩き、内面ナデ調整、肩部
に灰釉、外面色調鼠色、胎土色調砂色、胎土
均質、猿投産カ

8 世紀後半

85 須恵器甕 ー ー ー
胴部片、外面弱い平行叩き、内面ナデ調整、胎
土色調パールグレイ、胎土に海綿骨針を含む、
南比企窯産

8 世紀後半

86 須恵器甕 ー ー ー
肩部片、外面平行叩き、内面ナデ調整、外面
色調鼠色、胎土色調砂色、胎土均質、東金子
窯産

8 世紀後半

87

石敷直下

須恵器埦・墨書 15.6 7.9 5.5

轆轤使用、口縁部が「く」状に折れ口唇部が
尖る、底部糸切離し後周辺部回転ヘラケズリ、
焼成良好、胎土色調灰色、腰部に丸く意図的
に欠損、内面に使用による摩耗、胴部中程に
横位に「开（井）」墨書、胎土に海綿骨針を含む、
南比企窯産

9 世紀前半

88 須恵器坏・墨書 ー 6.6 (1.5)
轆轤使用、底部片、残存底部は手持ちヘラケ
ズリ、英部に「万」墨書、胎土色調パールグ
レイ、胎土に海綿骨針を含む、南比企窯産

8 世紀後半

89 須恵器坏 12,4 6.3 4.3

轆轤使用、右回転、底部回転糸切離し、焼成
不良、内面火襷、胎土色調パールグレイ、使
用による摩耗、鉄分付着、胎土に海綿骨針を
含む、南比企窯産

9 世紀前半

90 須恵器坏 ー 8.3 (3.4)

轆轤使用、右回転、底部全面回転ヘラケズリ、
胎土色調パールグレイ、使用による摩耗、外
面腰部に焦げ茶色の付着物、胎土に海綿骨針
を含む、南比企窯産

8 世紀後半

91 須恵器甕 ー ー ー
肩部片、外面平行叩き、内面ナデ調整、器面
色調モスグレイ、胎土色調空五倍子色、胎土
均質、東金子窯産

8 世紀後半

92 須恵器甕 ー ー ー
肩部片、外面平行叩き、内面ナデ調整、外面
色調鼠色、胎土色調砂色、胎土均質、東金子
窯産

8 世紀後半
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